
開
会
に
あ
た
っ
て
倉
掛
自
治

連
合
会
の
佐
能
敏
政
会
長
＝
写

真
左
＝
が
「
本
日
は
お
忙
し
い

中
を
ご
出
席
い
た
だ
き
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
総
会
は
４

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
感
染
者
数
の
減
少
か
ら
徐

々
に
規
制
が
緩
和
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
方
に
は
自
治
会
活

動
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
な
ど
と
挨
拶
。

議
題
審
議
に
入
り
、
自
治
会

役
員
及
び
関
係
団
体
役
員
紹
介

に
続
い
て
各
組
自
治
会
長
が
1

年
間
行
う
仕
事
を
確
認
。
連
合

会
は
４
月
29
日
（
土
）
ま
で
に

自
治
会
費
と
神
社
費
の
集
金
を

依
頼
し
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
の
大
久
保

克
朗
総
代
長
は
「
神
社
費
を
二

千
円
に
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
お
陰
で
巨
木
の
半
伐
採
が

進
ん
で
お
り
ま
す
。
先
日
の
郷

社
ま
つ
り
で
は
巫
女
舞
も
奉
納

で
き
ま
し
た
」
な
ど
と
近
況
報

告
。
将
来
的
に
社
務
所
建
替
え

の
必
要
性
を
訴
え
、
月
例
清
掃

作
業
の
協
力
に
も
一
層
の
理
解

を
求
め
た
。

倉
掛
夏
目
の
消
防
分
担
金
を

折
半
に
し
た
予
算
案
が
承
認
さ

れ
た
の
に
続
き
、
瀬
川
治
子
民

生
児
童
委
員
か
ら
は
倉
掛
地
区

に
お
け
る
福
祉
活
動
の
概
要
説

明
が
あ
り
、
各
組
自
治
会
長
に

対
し
て
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）
の
見
守
り
を
要

請
。
今
回
は
懇
親
会
を
行
わ
ず

午
後
８
時
前
に
解
散
し
た
。

令
和
５
年
度
の
倉
掛
少
年
団

及
び
同
育
成
会
の
活
動
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
る
。

４
月
２
日
に
は
井
原
桜
ま
つ

り
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
。
同
４
日

に
は
春
季
大
祭
を
終
え
た
足
次

山
神
社
境
内
の
清
掃
奉
仕
作
業

を
実
施
し
た
。

育
成
会
長
に
就
任
し
た
花
本

啓
史
氏
（
12
の
２
組
）
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
を

見
な
が
ら
の
活
動
に
な
る
」
と

の
考
え
を
示
し
た
。

《
育
成
会
役
員
》

会

長

花
本

啓
史

副

会

長

高
橋

宏
昌

副

会

長

請
田

勇
介

副

会

長

山
岡

里
枝

副

会

長

藤
井

昌
子

会

計

遠
藤

晶
大

《
少
年
団
役
員
》

団

長

花
本

瑛
里

副

団

長

山
岡

咲
輝

《
前
期
の
行
事
予
定
》

４
月

郷
社
境
内
清
掃

４
月

桜
ま
つ
り
ウ
ォ
ー
ク

５
月

公
園
堤
清
掃
作
業

５
月

井
原
小
学
校
運
動
会

６
月

学
区
球
技
大
会

６
月

春
季
資
源
回
収

７
月

キ
ャ
ン
プ
（
真
備
）

７
月

ラ
ジ
オ
体
操

９
月

三
世
代
交
流

※
状
況
に
よ
っ
て
変
更
あ
り

◇

◇

写
真
上
＝
前
列
左
か
ら
藤
井
昌

子
・
花
本
啓
史
・
山
岡
里
枝
、

後
列
左
か
ら
請
田
勇
介
・
遠
藤

晶
大
・
高
橋
宏
昌
（
敬
称
略
）
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（１）

〈発行所〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛

会長／佐能敏政

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

倉

掛

自

治

会

総

会

倉 掛 少 年 団 ＆ 育 成 会

令 和 ５ 年 度 ス タ ー ト

※カッコ内は世帯数

１ 組（ 9）三島恵美子

２ 組（ 5）長尾美代子

３ 組（12）豊池 義秀

４ 組（ 6）今井 忠秋

５－１組（10）坂野 武志

５－２組（ 8）小畔 敏行

６ 組（ 7）坂本 剛

７ 組（ 5）前田 實

８ 組（21）大久保克朗

９ 組（ 4）掛橋 清子

10 組（ 3）安原 陽子

11 組（ 7）片岡由美子

12－１組（ 4）井上 信子

12－２組（14）西村 裕明

13－１組（ 8）小林 和幸

13－２組（12）房野 健一

13－３組（17）倉橋 利治

14 組（10）森兼 伸夫

15－１組（11）渡邉 悦已

15－２組（ 7）井上 純志

16 組（15）濱田 吉雄

17 組（ 7）吉川 朗

18－１組（ 9）立石 尚男

18－２組（10）藤井 修一

18－３組（ 5）小笠 明信

〔4/1現在 総世帯数226戸〕

令和５年度自治会長

対 面 で 実 施
令
和
５
年
度
倉
掛
自
治
会
予
算
総
会
が
つ
ど
え
～

る
で
４
月
８
日
、
各
組
自
治
会
長
や
連
合
会
役
員
、

各
団
体
関
係
者
ら
45
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

総会は書面表決が続き文化祭も中止した倉掛自治会にとって久々の会合

横
田
知
恵
友
愛
・
愛
育
担
当

「
私

も

で

き

た

ら

・
・

・

・

」

【と き】①令和５年６月２４日

②令和５年７月２２日

１３：３０～１５：００

※①②の１日だけでも可

【会 場】つどえ～る１階

【講 師】小川久美子 氏

片山久美子 氏

【受講料】無 料

【申 込】つどえ～る

井原市井原町３５２－１

電話６２－９０９０

【主 催】つどえ～る

井原市聴覚障害者協会

手 話

《 受 講 者 募 集 》

つどえ～る手話体験講座

手話は大切なコミュニケーションツール
◇ ◇

郷
社
へ
の
協
力
を
依
頼



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関

係
で
巫
女
舞
と
露
店
を
自
粛
し

て
い
た
郷
社
ま
つ
り
（
足
次
山

神
社
）
が
４
月
４
日
、
好
天
の

下
で
執
り
行
わ
れ
た
。

こ
の
３
年
間
は
寂
し
い
祭
り

だ
っ
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
感

染
者
も
減
少
し
て
き
た
こ
と
か

ら
復
活
。

午
前
10
時
よ
り
、
山
室
晶
史

宮
司
に
よ
る
祭
典
が
執
り
行
わ

れ
、
続
い
て
倉
掛
と
夏
目
の
少

女
８
人
に
よ
る
巫
女
舞
が
奉
納

さ
れ
た
。

そ
の
後
、
春
日
神
社
の
祭

典
、
午
後
１
時
か
ら
は
忠
魂
碑

前
で
戦
没
者
慰
霊
祭
が
あ
り
、

市
内
の
遺
族
会
関
係
者
が
出
席

し
た
。

参
道
脇
で
は
花
木
の
植
木
市

を
は
じ
め
、
人
気
の
た
い
焼
き

＆
た
こ
焼
な
ど
の
露
店
が
賑
わ

い
に
花
を
添
え
た
。

参
拝
者
ら
は
口
々
に
「
今
年

は
境
内
の
桜
が
ま
だ
満
開
状

態
。
い
い
お
祭
り
日
和
で
す
ね

ー
」
と
話
し
て
い
た
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
が
女
性
マ
ジ

シ
ャ
ン
大
上
照
子
氏
を
招
い
て

４
月
14
日
、
つ
ど
え
～

る
で
令
和
５
年
度
最
初

の
交
流
会
を
開
催
し

た
。午

前
10
時
30
分
、
森

典
子
会
長
＝
写
真
上
＝

が
メ
ン
バ
ー
約
30
人
を

前
に
「
本
年
度
よ
り
サ

ロ
ン
あ
す
は
の
会
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
き
ょ
う
は
そ
の
初
仕
事

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
。

ゲ
ス
ト
の
大
上
氏
は
「
世
間

の
し
が
ら
み
を
く
ぐ
り
抜
け
、

や
っ
と
こ
こ
ま

で
生
き
て
ま
い

り
ま
し
た
私
、

フ
ー
テ
ン
の
て

る

と

申

し

ま

す
」
と
笑
い
を

誘

う

自

己

紹

介
。続

い
て
軽
や

か
な
音
楽
が
流

れ
る
中
、
鮮
や

か
な
手
さ
ば
き

の

マ

ジ

ッ
ク

シ
ョ
ー
が
ス
タ
ー
ト
。
約
20
の

多
彩
な
手
品
が
次
々
に
披
露
さ

れ
、
会
場
は
驚
き
の
声
と
大
き

な
拍
手
で
沸
き
返
っ
た
。

終
了
後
、
参
加
者
は
花
見
弁

当
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
試

合
を
中
止
し
て
い
た
井
原
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
が
、
今
シ
ー

ズ
ン
は
状
況
を
見
な
が
ら
再
開

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

参
加
す
る
の
は
井
原
町
に
関

係
す
る
猪
清
・
岩
野
・
新
町
・

夏
目
・
Ｖ
Ｉ
Ｐ
・
倉
掛
の
６
チ

ー
ム
。
試
合
は
５
月
28
日
の
開

会
式
を
経
て
８
月
を
除
く
11
月

ま
で
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
行
わ

れ
る
予
定
。
会
場
は
井
原
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

被
害
者
に
電
話
を
か
け
る
な

ど
し
て
対
面
す
る
こ
と
な
く
信

頼
さ
せ
、
指
定
し
た
預
貯
金
口

座
へ
の
振
込
み
そ
の
他
の
方
法

に
よ
り
、
不
特
定
多
数
の
者
か

ら
現
金
等
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪

を
特
殊
詐
欺
と
い
い
ま
す
。

手
口
は
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

「
預

貯

金

詐

欺
」
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
詐

欺
盗
」
「
架
空

料
金
請
求

詐

欺
」
「
還
付
金
詐
欺
」
「
融
資

保
証
金
詐
欺
」
「
金
融
商
品
詐

欺
」
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
詐
欺
」

「
交
際
あ
っ
せ
ん
詐
欺
」
な
ど

が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

被
害
の
ほ
と
ん
ど
が
、
固
定

電
話
へ
の
１
本
の
電
話
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
を
。
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5/ 7  倉掛少年団公園＆堤清掃作業

5/ 7  郷社一斉清掃 8:00～10:00

5/ 8  サロンあすは研修旅行

5/11  倉掛自治会費・事業所集金

5/11  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

5/14～21 倉掛全戸溝上げ

6/ 4  土のう回収・汚泥積込

6/ 4  井原分団第３部試運転日

6/ 4  郷社一斉清掃 8:00～10:00

6/ 4  倉掛少年団資源回収

6/17  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

7/ 1  郷社足次山神社役員会

7/ 2  井原分団第３部試運転日

7/15  倉掛少年団キャンプ

7/15  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

※つどえ～るカフェはコロナ禍

のため休止中

※つどえ～る金曜朝市はコロナ

禍のため休止中

桜満開の郷社まつり

サ
ロ
ン
あ
す
は
交
流
会

会
長
に
森
典
子
さ
ん

倉 掛 ほ っ と 情 報

春休み中の倉掛少年団が４月４日夕刻、育成

会らとともに足次山神社の清掃奉仕作業を行っ

た。令和５年度最初の奉仕作業には多くの団員

らが参加。郷社まつりを終えて静かになった境

内でゴミや落ち葉などを拾い集めた。

鮮やかにマジックを披露する大上照子氏

特
殊
詐
欺
ご
注
意
を

倉掛ソフトボール同好会

山本勝己 塚村秀司

山元幸治 黒崎英夫

渡辺大輔 山崎喜幸

渡辺伸太郎 河合宜之

山成秀峰 小林泰爾

川相 勝 田中利治

西山津好 妹尾英哲

小川泰之 高橋宏真

増成 実 瀬藤慎二

山岡秀男 田中達也

村上達也 山元雄翔

西山 光

今
季
は
試
合
再
開

■倉掛少年団が郷社境内を清掃 （4/4）

井
原
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ

相
談
電
話
は

＃
９
１
１
０

倉掛自治会 http://kurakake.sakura.ne.jp


